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はじめに 

 

 わが国は南北に長く、複雑な海岸線を有するため、沿岸域での生物多様性が高い。内湾

や河口域に形成される干潟は、水質浄化槽としての役割のほか、豊かで多様な海産物を育

む漁場にもなっている。全国の干潟で、九州地域のそれは生きた化石ミドリシャミセンガ

イやカブトガニなど貴重種の生息地でもあり、特に保全上の優先順位が高い。 

 最も広大な干潟を擁する有明海は、諫早湾干拓事業に関連して様々な生物相調査がなさ

れてきたが、近隣の八代海は生物相調査の事例が圧倒的に少ない。そこで本事業では、環

境保全のための基礎資料を作成するため、八代湾周辺海域のベントス相を簡便かつ正確な

「干潟生物の市民調査」手法により記録した。 

 最後になりましたが、この事業の実施に多大なご尽力をいただいた有識者や環境団体、

一般市民の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2012年 8月 

日本国際湿地保全連合 

佐々木美貴・中川雅博 
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Ⅰ．事業概要 

 

背景と目的 九州地域には広大な干潟が存在し、生きた化石と言われるミドリシャミセン

ガイやカブトガニなど貴重種の生息地でもあることから、特に保全上の優先順位が高い。

なかでも、最も広い面積を有する有明海では、諫早湾干拓事業にも関連して様々な生物相

調査がなされてきたが、近隣の八代海では生物相調査の事例は圧倒的に少ない。両海域は

一部でつながっており、干潟の底生動物（ベントス）も往来していることが推測される。

そのため、八代海の干潟環境とそこに生息するベントス相を正確に把握することは、九州

地域の海域保全を推進するうえできわめて重要である。 

著者らは、干潟生物の調査ができる基盤を構築するため、現場で活用できるポケット版

図鑑を製作し、調査を主導できる「調査リーダー」を育成してきた（下図）。 

最近、専門家の指導のもとで、八代海において調査をしてみたいとの声が、地元の環境

グループからも上がっていたため、昨年に八代海地域において地元環境 NGO や行政との連

携ができる基盤を整えた。そして、今年、八代湾周辺海域のベントス相を記録することと、

育成した調査リーダーの活躍の場を提供することを目的に、本調査を実施した。 

 

 

 

 

1．2008年から実施、2．2010 年から実施、3．2011年本事業開始時点、4．2012年から実施 

 

調査地と方法 調査は 2012 年 4 月 18 日～22 日に八代海周辺の干潟（芦北、出水、深海、

樋島、戸馳、不知火、南川、大島）の 8 地点で実施した。8 名以上が一組となって、50m×

50m の範囲で、表層探索による徒手採集を 15 分間、スコップを用いた掘返しによる採集を

15 回行って干潟生物を集めた。一連の作業で採集する生物種は原則として 1 種につき数個

体までとし、同定はポケット版図鑑を参照したうえで専門家の指導を仰いだ。その後、調

査結果を整理し、各地点の全出現種数から種多様性を、各生物の発見率から優占性や希少

性を評価した。 

 

結果 調査した 8 地点で出現した総種数は 208 種であり、レッドリスト掲載種のニンジン

イソギンチャク（IB 類）やオカミミガイ（Ⅱ類）も記録され、八代海は種多様性に富む海

域であることが明らかとなった。地点別の確認種数は、定性的な観察結果も加えると、芦

北 57種、出水 84種、深海 77種、樋島 99種、戸馳 99種、不知火 35種、南川 56種、大島

67 種であった。河口干潟である芦北にはヨシ原を好むアシハラガニが多く、軟泥が堆積す

る不知火では多毛類が少ないといった地点毎の生物相の特徴が明らかになった。また、大

ﾎﾟｹｯﾄ版図鑑作成（教材）1 

調査ﾘｰﾀﾞｰ育成（人材）2 

調査実施の基盤完了 3 
＜現地からの要望＞ 

八代海でのﾍﾞﾝﾄｽ相調査の実践 4 
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島にはミドリシャミセンガイが多産するなど、本調査は、八代海のベントス相の情報蓄積

のきっかけとなった（結果．2）。なお、本稿では 2011 年に実施した予備調査（結果．1）

と球磨川河口干潟重点調査（結果．3）の結果も併せて記す。 

※ただし、種数は 2012年 8月時点での暫定値とする。 
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Ⅱ．結果 

1．予備調査 

結果票 

(1)調査地 1．熊本県八代市麦島東町 9-1（前川潮止堰下） 

2．熊本県八代市麦島西町 5-10（球磨川右岸潮止堰下夕葉橋下流） 

3．熊本県八代市大島町 5011（緒方印刷所海の家前） 

4．熊本県八代市高植本町 1257（球磨川左岸下流金剛橋下） 

5．熊本県八代市植柳上町 6400（球磨川左岸上流） 

6．熊本県八代市水島町 2323（球磨川河口前浜） 

7．熊本県八代市中北町 3056（前川河口） 

8．鹿児島県出水市高尾野町江内（蕨島西側入江） 

9．鹿児島県出水市荘 2405（蕨島東側前浜） 

10．鹿児島県出水市高尾野町下水流 575（高尾野川河口） 

11．熊本県上天草市松島町内野河内 250（倉江川） 

12．熊本県天草市有明町下津浦 3026-7（ハマサジ・ナガミノオニシバ） 

13．熊本県天草市瀬戸町 4-12（本渡干潟） 

14．熊本県上天草市龍ヶ岳町樋島 1589（樋島干潟） 

15．熊本県八代郡氷川町鹿野（氷川） 

16．熊本県宇城市小川町住吉 293（砂川） 

17．熊本県宇城市松橋町豊崎（大野川） 

18．熊本県宇土市馬之瀬町（浜戸川） 

19．熊本県熊本市川口町 1739-5（緑川河口） 

(2)調査年月日 2011年 5月 13日～18日 

(3)調査者氏名 

（カッコ内は観

察地点） 

鈴木孝男（3-16）、森敬介（3-19）、多留聖典（1-19）、海上智央（1-4）、

柚原剛（1-4）ほか 

(4)環境の概要 1．熊本県八代市麦島東町 9-1 球磨川支流前川河口付近。河岸はコンク

リートで護岸されているが、その先にヨシ原があり、さらに河道際には

砂泥底上に転石が多くみられる。 

2．熊本県八代市麦島西町 5-10 球磨川河口部右岸に位置する。河岸は

コンクリートで護岸されているが、河道際は平坦な砂泥質でヨシ原が発

達し、その内部に浅いクリークが見られる。 

3．熊本県八代市大島町 5011 八代海に面する砂質の前浜干潟で、上部

はコンクリートで護岸されている。 

4．熊本県八代市高植本町 1257 球磨川河口部左岸に位置する。河岸は
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コンクリートで護岸され、直下には高低差のあるヨシ原が発達してい

る。近傍より淡水の流入するクリークがありその周辺は泥質が強い。河

道際は砂泥が堆積している。 

5．熊本県八代市植柳上町 6400 球磨川下流域の左岸。河岸はヨシ原で、

河道際は転石の多い砂泥質。タイドプールが散在する。 

6．熊本県八代市水島町 2323 球磨川河口左岸の砂質の広大な前浜干潟。

コンクリート堤防の下は石積護岸である。アナジャコとりの市民が多

数。 

7．熊本県八代市中北町 3056 前川河口すぐ近くの左岸で、石積護岸が

なされ、河道際は泥質で転石が多い。小規模なヨシ原が散在する。 

8．鹿児島県出水市高尾野町江内 高尾野川の河口部で入江になってい

る。周囲は石積護岸。潮間帯上部は砂が堆積し、下部は砂泥底で随所に

クリークが走っている。シオグサ類が多く見られる。 

9．鹿児島県出水市荘 2405 砂質の前浜が広がる。海岸部はコンクリー

ト堤防の先に捨石護岸がなされている。 

10．鹿児島県出水市高尾野町下水流 575 高尾野川河口付近の塩性湿地

で、上部にはヨシ原があり、その下は泥質が強く、河道付近には礫底の

クリークが見られる。 

11．熊本県上天草市松島町内野河内 250 倉江川下流域で河道が屈曲す

る部分にあたり、河岸上部には小規模なヨシ帯となっている。 

12．熊本県天草市有明町下津浦 3026-7 下津浦川の河口で、河口分に小

規模な港があり、入江状に広がっている。人為的に砂礫で盛土された箇

所があり、ハマサジやナガミノオニシバの群落がある。周囲は石積護岸。 

13．熊本県天草市瀬戸町 4-12 本渡瀬戸の北側に広がる砂質の干潟。海

岸はコンクリートで護岸されており、その下に捨石護岸がある。マテガ

イ掘りの市民が多い。 

14．熊本県上天草市龍ヶ岳町樋島 1589 樋島の北側に位置し、小規模な

トンボロ地形で東側は遮蔽されているが潮通しはよい。低湿は主に砂質

でトンボロ周辺は転石が多い。 

15．熊本県八代郡氷川町鹿野 氷川下流部左岸で、河岸部は石積護岸。

その直下から底質は泥質が強く、ヨシ原が広がっている。 

16．熊本県宇城市小川町住吉 293 砂川下流域で河岸部はコンクリート

護岸。河道内は砂泥が堆積し、ところどころにヨシの植生が見られる。 

17．熊本県宇城市松橋町豊崎 大野川河口部右岸でコンクリート護岸の

先には泥質の干潟が広がり、ヨシ原が発達している。小型の漁船が出入

り可能なクリークが走る。 
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18．熊本県宇土市馬之瀬町 浜戸川下流部左岸。自転車専用道路の直下

で、河岸は被土されたブロック護岸の先に河道まで軟泥が堆積し、小規

模なヨシ原が見られる。 

19．熊本県熊本市川口町 1739-5 八代海最奥部に位置する緑川河口。コ

ンクリート堤防の下にヨシ原が広がり、さらにその先は広大な軟泥質の

干潟である。一部に人為移入されたメヒルギ群落がある。 

(5)底生動物の概

要・特徴 

 2011 年八代海沿岸 19地点にて実施された予備調査で確認されたベン

トス種の一覧を表 1に示す。なお、予備調査は基本的に、1地点につき

専門家に 3名で約 30分間の定性探索を行っているが、4．熊本県八代市

高植本町 1257の 2地点については、一般市民を加えた 10名程度で、さ

らに 3．熊本県八代市大島町 5011においては一般市民を加えた 15名程

度により確認された出現種である。また、17．熊本県宇城市松橋町豊崎、

18．熊本県宇土市馬之瀬町、19．熊本県熊本市川口町 1739-5について

は底質が深い軟泥であり、立ち入りが困難であったため岸から 2名で視

認できた種を対象とした。 

 総確認種数は 165種（複数種から構成される可能性のある生物群も 1

種として扱った）であった。刺胞動物門が 7種、扁形動物門が 1分類群、

紐形動物門が 2種、軟体動物門多板綱が 2種、軟体動物門腹足綱が 51

種、軟体動物門二枚貝綱が 15種、環形動物門が 15種、節足動物門軟甲

綱口脚目が 1種、節足動物門軟甲綱端脚目が 11種、節足動物門軟甲綱

等脚目が 4種、節足動物門軟甲綱十脚目が 39種、腕足動物門が 1種、

棘皮動物門ヒトデ綱が 4種、棘皮動物門クモヒトデ綱が 1種、棘皮動物

門ウニ綱が 3種、棘皮動物門ナマコ綱が 2種、脊索動物門条鰭綱が 5種

であった。 

 多くの地点で確認された種としてカワザンショウガイ（10地点）、ク

ロベンケイガニ（10地点）、ヒロクチカノコ（9地点）、ユビナガヤドカ

リ（9地点）、ヤマトオサガニもしくはヒメヤマトオサガニ（9地点）が

挙げられる。 

 希少種として、有明海や八代海の特産種であるアズキカワザンショウ

が 3地点、ミドリシャミセンガイが 1地点、ムツゴロウが 2地点で確認

された。また、日本ベントス学会編（2012）で絶滅危惧 IB類とされる

ニンジンイソギンチャクが 3地点、ゴマフダマが 1地点、シマヘナタリ

が 2地点、ハイガイが 1地点でそれぞれ確認された。 

(6)その他特記事

項 

 ヨシ原依存的なシマヘナタリ、クロヘナタリや、前浜干潟においても

トゲイカリナマコやハマグリなど、他の地域では減少が著しいベントス

種が豊富に棲息している。多数の生息地が近接して存在することで、メ
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タ個体群が良好な状態で維持されている可能性が高い。 

 アズキカワザンショウ、ミドリシャミセンガイやムツゴロウなど、大

陸性遺存種や、一般的に有明海特産とされる種の棲息基盤がある一方

で、出水市荘や樋島干潟など、砂質の強い外洋的な環境も併せ持つ八代

海の生物相は有明海にもまして独特であり、生物地理学的観点からも重

要な地域であることが推測される。固有種の動向や、外来種の侵入など

の把握のために、経年的にベントス相をモニタリングする意義は高い。 

(7)取りまとめ担

当等 

多留聖典 

東邦大学理学研究科博士後期課程修了。主に東京湾を中心に干潟生物相

の研究に従事。環境省モニタリングサイト 1000盤洲干潟サイトの代表

者。博士（理学）（東邦大学東京湾生態系研究センター研究員） 
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2．本調査 

結果票 

(1)調査地 1．熊本県葦北郡芦北町花岡 1815（佐敷川下流左岸） 

2．鹿児島県出水市高尾野町江内（蕨島付近） 

3．熊本県天草市深海町 1840（深海町下平付近） 

4．熊本県上天草市龍ヶ岳町樋島 1589（樋島干潟） 

5．熊本県宇城市三角町戸馳 4034（戸馳島大崎付近前浜） 

6．熊本県宇城市不知火町永尾 1−25（不知火 ヨシ原～泥干潟） 

7．熊本県八代市北原町 547（南川（球磨川）河口左岸） 

8．熊本県八代市大島町 5011（緒方印刷所海の家前） 

(2)調査年月日 2012年 4月 18日～22日 

(3)調査者氏名 鈴木孝男、森敬介、多留聖典、桝本輝樹、富田宏、坂田直彦、伊藤詩織、

豊西敬、保科圭祐、村松大吾、上野綾子、福井美乃、山本智子ほか 

(4)環境の概要 1．熊本県葦北郡芦北町花岡 1815（佐敷川下流左岸） 八代海に注ぐ河

口左岸で淡水の影響が強い。底質は転石の多い泥を含んだ砂質で、中州

にはヨシ原がよく発達し、打ち上げ物が多い。 

2．鹿児島県出水市高尾野町江内（蕨島付近） 前面の蕨島との間によ

く発達した砂質の前浜干潟である。海岸部は護岸下に転石帯が見られ

る。潮通しがよく、植物群落はない。干潟にはクリークが見られる。 

3．熊本県天草市深海町 1840（深海町下平付近） 堆積岩の岩礁で、海

岸部は粗砂と転石を含んだやや砂泥質の小規模な湾である。干潟部には

海草が見られるほか、タイドプールが散在している。 

4．熊本県上天草市龍ヶ岳町樋島 1589（樋島干潟） 樋島北側の海岸で、

調査地は前面の島との間に発達したトンボロの左側であるトンボロは

転石が多いがそれ以外は砂利混じりの砂からなる海岸である。 

5．熊本県宇城市三角町戸馳 4034（戸馳島大崎付近前浜） 今回の調査

地の中では勾配のきつい転石海岸。沖側にはバンド上に泥が深く堆積し

ている。海岸に流入する排水路があり、その周囲にヨシ群落が見られる。 

6．熊本県宇城市不知火町永尾 1−25（不知火 ヨシ原～泥干潟） 不知

火海に面した非常に広い泥干潟であり、海岸部にはヨシ原が発達してい

る。ヨシ原には打ち上げ物が多く、また人工的に植樹されたマングロー

ブが混在している。 

7．熊本県八代市北原町 547（南川（球磨川）河口左岸） 球磨川河口、

南川の左岸にあたる河口干潟。底質は砂～砂泥質で、河岸部にはクリー

クが見られる。河岸部には小規模なヨシ群落が見られる。 

8．熊本県八代市大島町 5011（緒方印刷所海の家前） 大島北側のフラ
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ットで大潮時は 400ｍ以上干出する前浜干潟。砂質のよく締まった底質

で、干潟上に植生はみられない。 

(5)底生動物の概

要・特徴 

 2012 年八代海一周調査（8地点）で確認されたベントス種の一覧を表

2 に示す。総確認種数は 208 種（複数種から構成される可能性のある生

物群も 1種として扱った）であった。 

 刺胞動物門が 6種、扁形動物門が 1分類群、紐形動物門が 5種、軟体

動物門多板綱が 5種、軟体動物門腹足綱が 55種、軟体動物門二枚貝綱

が 28種、環形動物門が 31種、ユムシ動物門が 4種、星口動物門が 1種、

節足動物門軟甲綱端脚目が 3種、節足動物門軟甲綱等脚目が 12種、節

足動物門軟甲綱十脚目が 38種、腕足動物門が 1種、棘皮動物門ヒトデ

綱が 2種、棘皮動物門クモヒトデ綱が 1種、棘皮動物門ウニ綱が 1種、

棘皮動物門ナマコ綱が 2種、脊索動物門ホヤ綱が 3種、脊索動物門条鰭

綱が 8種であった。 

 多くの地点で確認された種としてウミニナ、コケゴカイ、ユビナガホ

ンヤドカリ、ケフサイソガニ（以上 7地点）、マルウズラタマキビ、マ

ガキ、チロリ、ミズヒキゴカイ、シロスジフジツボ、テッポウエビ（以

上 6地点）が挙げられる。 

(6)その他特記事

項 

 希少種として、有明海や八代海の特産種であるアズキカワザンショ

ウ、ミドリシャミセンガイ、ムツゴロウが 1地点で確認された。また、

日本ベントス学会編（2012）で絶滅危惧 IB類とされるニンジンイソギ

ンチャクが 1地点、クロヘナタリが 2地点、シマヘナタリが 2地点、フ

トヘナタリが 4地点、イボウミニナが 2地点で確認されたほか、ヒナタ

ムシヤドリカワザンショウ、ツブカワザンショウ、イヨカワザンショウ、

およびオカミミガイ、ナラビオカミミガイの生息も確認された。 

このうち１地点では希少種であるイボウミニナが優占しているなど、国

内の他干潟と比較してもユニークな特徴を有しているほか、調査地ごと

の多様性が大きく異なり、出現種がバラエティに富んでいることが大き

な特徴である（図１）と言えるだろう。 

 関東地方をはじめ全国的に干潟およびそこで見られる生物多様性、と

くに種多様性が大きく減少しつつある現在、今後の種分布の動向や他地

域の多様性回復の基礎資料とするためにも、八代海の現状を記録した本

調査には大きな意義があるものと考える。 

(7)取りまとめ担

当等 

桝本輝樹 

東邦大学理学研究科博士後期課程単位取得満期退学。主に東京湾を中心

に、河口部潮間帯の生物多様性の比較をテーマとする研究および教育に

従事。修士（学術、理学）（千葉県立保健医療大学講師） 
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3．球磨川河口干潟重点調査 

結果票 

(1)調査地 1．熊本県八代市鼠蔵町（球磨川河口 中洲） 

2．熊本県八代市港町（前川河口 中洲） 

(2)調査年月日 2012年 8月 18日～19日 

(3)調査者氏名 坂井雄志、つる詳子、中川純一、中山邦夫、中山七海、中山頼行、野田

美智子、平山信夫、穂田昭徳、溝口隼平、満田隆二、和田太一 

(4)環境の概要 1．熊本県八代市鼠蔵町（球磨川河口 中洲） 球磨川本流の河口域の

形成された広大な中洲干潟で歩いて行く事は不可能な場所にある。底質

は砂質～砂泥質～泥質で、転石やヨシなどの植物は見られない。 

2．熊本県八代市港町（前川河口 中洲） 球磨川が分流した前川の河

口に形成された中洲干潟である。底質は砂質～砂泥質～泥質で、転石や

ヨシなどの植物は見られない。 

(5)底生動物の概

要・特徴 

調査 2地点で確認された種は表 3に示す。調査地 1の確認種は 50種、

調査地 2は 33種、合計 51種が確認された。（チロリ、ユムシ、ギボシ

イソメ、ミドリシャミセンガイなど複数種から構成される可能性がある

生物群は 1種として取り扱った）。 

刺胞動物門花虫網 2種、ユムシ動物門 1種、腕足動物門 1種、環形動

物門多毛類 9種、軟体動物門腹足網 5種、軟体動物門二枚貝網 10種、

節足動物門顎脚網 2種、節足動物門軟甲網 21種、脊索動物門硬骨魚類

網 1種が確認された。 

2つの調査地は底質が共通していることもあり、共通種が多く確認さ

れたが、優占種としてはオサガニ、マテガイ、シオフキ、ユビナガホン

ヤドカリが挙げられ、他のアラムシロ、ハマグリ、チロリ、スゴカイイ

ソメ、マメコブシガニ、タカノケフサイソガニ、ミドリシャミセンガイ、

ソトオリガイなどは普通種と判定された。 

(6)その他特記事

項 

 中州へのアクセスには漁船を利用した。熊本県では絶滅危惧種（準絶

滅危惧種を含む）となっているものとして、ユムシ、ムギワラムシ、エ

ドガワミヅゴマツボ、ゴマフダマ、マルテンスマツムシ、ユウシオガイ、

ムラサキガイ、ハマグリ、マメコブシガニ、オサガニが普通種として確

認され、また WWFのレッドリストでは絶滅寸前となっているヒメケフサ

イソガニも確認された。 

 また、調査地 1においては、アナジャコが生息していると思われる巣

穴が多く確認できたが、確認・捕獲が困難であるために結果として反映

されていない。 

調査地 2においては、ミドリシャミセンガイが 15～25個／m3の高密
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度で広い範囲に生息している場所や、一面ムギワラムシの水管が確認さ

れる場所など、調査範囲の中にはっきりした住み分けが成立しているた

めに、調査員の調査範囲によって確認種にバラつきが見られた。また、

マテガイの 1cmほどの稚貝も調査範囲のほぼ全域で確認されたが、見落

とされていることが多かった。 

2つの調査地とも、腹足類が少なく、一番多く確認された巻貝はアラ

ムシロであったが、その中にマキガイイソギンチャクが共生しているも

のが、3個体確認された。 

また、同定作業のため参加された和田太一氏（NPO法人南港ウェット

ランドグループ理事）がミドリシャミセンガイの殻の表面に棲管を作り

棲んでいるスピオ科のゴカイを見つけているが、名前不明で現在確認中

である。 

(7)取りまとめ担

当等 

つる詳子  

球磨川流域の生物相を調査している。自然観察指導員熊本県連絡会副会

長 
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Ⅲ．「干潟生物の市民調査」の手法 

『干潟生物調査ガイドブック～東日本編～』から転載 

 

１．調査道具 

・ポリ袋（各自 2 枚ずつ）：中型サイズの密閉式ポリ袋が望ましい。採集した干潟生物を

入れるのに用いる。 

・スコップ（各自）：小型の園芸用スコップで頑丈なもの。あるいは大型のショベルでも

構わない。干潟を掘り返して干潟生物を探すのに用いる。8 人で調査を行った場合、ス

コップの大小は発見種数に影響しないことが、試行調査から分かっている。 

・クーラーボックス（1 台）：干潟生物を入れたポリ袋を一時保管するのに用いる。好天

の場合、ポリ袋の中が熱くなりすぎないように、氷を入れたクーラーボックスに入れて

冷やしておく。冷やすことで、干潟生物が不活発になり、脚がちぎれたり食べられたり

することがなくなるという利点もある。 

・フルイ（1 個）：台所用品のザルや家庭園芸用のフルイで、目合が 2mm 程度のもの。あ

るいは魚用の白いすくい網やタモ網でも良い。干潟生物の名前を調べる際に、採集した

泥まみれのサンプルを海水ですすぐときに用いる。このためバケツに入るサイズが使い

易い。 

・白いバット（2 枚）：A4 サイズくらいの底が平らな浅いトレー。フルイですすいだ干潟

生物を入れる。 

・バケツ（適宜）：海水を入れたり、ものを運んだりするのに便利。 

・クリップボードと鉛筆：調査表に記録するのに必要。 

・その他：ピンセット、ルーペ、デジカメ、ゴム手袋など。 

・調査表：出現する可能性の高い種類をリスト化したもの。 

 

２． 調査時の服装 

・胴長（ウェイダー）：調査時には腰を下ろしたり、膝をついてかがんだりすることがあ

るので、泥まみれでも大丈夫な胴長が最適である。しかし、砂地など底土の状況によっ

ては長靴でもかまわない。また、濡れるのを覚悟の上で、ジャージのズボンに地下足袋、

ダイビング用のブーツもしくは使い旧したズック靴をはくのも良い（特に暑い季節には

蒸れなくて良い場合もある）。ビーチサンダルは、カキ殻で怪我をしたり、泥に埋もれ

て抜けなくなったりするので危険である。 

・帽子：熱中症予防に必需品である。 

・手ぬぐい（タオル）：首に巻く。干潟を吹く風は意外に冷たい。また日射しの強い時は、

首筋の日焼けを防ぐ。また、何かの時に手や顔の泥を拭き取るのに使える。 

・その他：長そで、長ズボンが望ましい。軍手（ゴム手袋）は必要に応じて着用のこと。



12 
 

サングラス（防護メガネ）は、ヨシ原で目を突かないためにもあった方が良い。 

 

３．調査地点の設定 

・調査の対象となる、まとまりを持った干潟を「調査地域」とする。 

・調査地域がある程度の広がりを持っている場合は、その干潟を代表するような景観や特

徴的な生物の生息場所、あるいは環境の違いを考慮に入れて 2～3 ヶ所の異なる「調査

ライン」を設定する。 

・ひとつの調査ラインの潮間帯の幅が 100mを超える場合には、ライン上に 2～3の「調査

地点」を設定するが、潮間帯の幅が狭い場合には、１調査地点として、歩き回ってカバ

ーする。 

・植生帯が狭い場合にはひとつの調査地点に含めるが、まとまった広がりを持つ場合には、

別の調査地点とする。 

・調査地点に橋桁、コンクリート護岸、棒杭などが存在する場合、あるいは干潟にアマモ

やコアマモが生育している場合、それらに依存して生息している干潟生物も調査対象に

含める。 

・干潟を歩き回っての調査なので、軟泥が厚く堆積して、足が深く埋まって抜けなくなる

ような泥干潟は対象としない（危険であり、効率が悪い）。 

 

４．調査の手順 

(1) 調査人数 

 調査は 8名以上で行う。その中の１名あるいは他の１名が調査リーダーとなり、進行を

管理するとスムーズに行く。 

(2) ポリ袋 

 調査員はポリ袋 2枚を持つ。誰の袋か分かるようにあらかじめ油性マジックインキで名

前を書き、1枚には表層を表す「S」または「表」、他の 1枚には底を意味する「B」また

は「中」を書き加える。 

(3) 調査範囲 

 1調査地点につき、1名あたりおおよそ 50m×50mの範囲で調査を行う。地表面の状況の

異なるところ（底質、硬軟、凹凸、転石、植生など）があれば探索し、なるべく多くの種

類を発見することをめざす。 

(4) 表層探索（表在生物の調査） 

 はじめに、表層に生息する干潟生物の探索を 15 分間行う（計時係が笛を吹くなどして

合図し、正確を期すこと）。 

 底土表層を良く観察しながら歩き回り、発見した干潟生物を採集してポリ袋「S」に入

れていく。岩や石ころがあれば、すき間を探したり、石をひっくり返して探す。引きはが

すのにスコップなどを用いるのは良いが、掘返しは行わない。マガキなど固着性大型二枚
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貝で判別が確かな種類については、採集せずに、紙片に鉛筆で種名を書き、ポリ袋に入れ

ておくのでも良い。 

 調査を終えたら、干潟生物の入ったポリ袋の口を閉じ、クーラーボックスに入れて保管

する。 

(5) 掘返し（埋在生物の調査） 

 次に、底土中の干潟生物を探すために、小型スコップなどを用いて掘返しを 15回行う。

1 回の掘返しはおよそ直径 15cm、深さ 20cm を目安に行う（大型ショベルならば 1 回の掘

り起こしで充分）。掘返しで見つけた干潟生物を採集してポリ袋「B」に入れていく。 

 水がヒタヒタ程度であれば調査に問題はないが、掘返したところに海水が流れ込むよう

になると、干潟生物の発見は困難になる。潮の動きに合わせて調査場所を変えていくよう

にするのが望ましい。調査を終えたら、干潟生物の入ったポリ袋の口を閉じ、クーラーボ

ックスに入れて保管する。また、掘返したところはできるだけ埋め戻す。 

 

５．調査の留意点 

・本調査では、採集してポリ袋に入れられた干潟生物だけが、記録され、生息していたこ

とになる。基本的には本体がなければ、存在していたことにはならない。 

・干潟生物本体が見つからない場合でも、種類の特定が可能な生活痕跡が認められた場合

には、調査終了後、干潟生物調査表に、巣穴、棲管、糞塊、殻などと書き入れるように

する。この場合、調査終了後に、可能な限り本体の発見に努めるのが望ましい。貝殻の

みが発見された場合は、他の場所から波浪によって運ばれてきた可能性も大きいことか

ら、基本的には無視する。 

・使用した道具類は良く水洗いして完全に塩分を落としてから、陰干しにして保管してお

く。 

 

６．同定と記録 

(1) 同定作業 

 調査が終了したら全員が集合し、各々のポリ袋の中の干潟生物をフルイに入れてすすぎ、

泥を落とす。それを白バットに移し、ガイドブックの種の説明を参照しながら全員で名前

調べ（種の判別）を行う。 

(2) 調査表への記入 

 同定できた種類は、各人が干潟生物調査表にチェックする。表面にいた生物は「S」ま

たは｢表｣、底土中にいた生物は「B」または｢中｣として記録する。この場合、個体数の多

い少ないは無視する。調査表にない干潟生物が見つかった場合は、メモ欄あるいは欄外に

種名を記録する。種類が確認できるような生活痕跡（棲管や巣穴など）を見つけた場合は、

それも記録する。 

(3) 標本作製 
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 後ほど、専門家が確認のために標本を必要とする場合があるので、各種類とも数個体は

固定して保存しておくことが望ましい。同定が不確かな種類については、全てを固定する。

固定には 80％のエチルアルコールを用いる。なるべく泥を取り除き、水気を切ってから

ポリ瓶の中のアルコールに浸ける。ポリ瓶にはラベル（ビニールテープ）を付しマジック

インキ（油性の黒色）で採集年月日、採集地点、採集者名を書込む。紙片に鉛筆で上記の

データを書入れ、サンプルと一緒にアルコール中に投入しておくのが望ましい。 

 

７．データの整理と評価 

・1調査地点について 8人で調査を行った場合、8枚の干潟生物調査表ができ上がるので、

これを 1 枚にまとめる（調査地点の表）。表層（表在生物）と底土中（埋在生物）を区

別する場合には 2枚にまとめれば良い。ここでは、両者を一緒にして扱う。まとめ用の

調査表を用意し、種類（種群）ごとに、チェックの数を記録する。全員が採集していれ

ば「8」、1人だけの発見であれば「1」となる。数値の大きい方がより多く生息している

種類である。 

・ひとつの調査地域内の複数の地点で調査を行った場合は、それぞれの調査地点の表を合

算し、調査地域全体の表にまとめる。 

・「調査地域の表」で出現した総種数が、その干潟の種多様性である。干潟生物調査表に

掲載されておらず、メモ欄に記入した種類も、種多様性の判定に含める。 

・「調査地域の表」でチェック数の多いものを優占種（全調査表枚数に対するチェック数

の割合が 70％以上）、中くらいのものを普通種（70％未満で 10％あるいは 2 以上）、そ

れ以下を少数種（10％未満あるいは 1）とする。 

・干潟生物調査表掲載種（東日本編は 100種）のうち、出現した種の割合は、その海域内

における生息場所としての重要性を表す指標となる。また、その割合を同じ季節にモニ

タリングしていくことによって、干潟生物群集の劣化、あるいは充実の方向を確認でき

ることになる。同様に、環境改変があった場合には、それが干潟生物群集に及ぼした影

響を明らかにすることができる。 

・海域ごとに干潟生物調査表を作成することで、個々の干潟の種多様性や生息場所として

の重要性を比較して評価することが可能である。



15 
 

 

Ⅳ．データ 

 

表 1．予備調査  

表 2．本調査（芦北、出水、深海、樋島、戸馳、不知火、南川、大島）  

表 3．球磨川河口干潟重点調査（球磨川調査；球磨川中州、前川中州）  

生物写真（撮影：多留聖典）  

 

表中の○は採集されたこと（在）を示す。  

表中のアルファベットは調査者で、その者は表 2 の 8 枚のシートで共通の者

である。また、表 3 の 2 枚のシートで共通の者である。  

表中の発見率は、発見者数を調査者数で除した数値で、全調査者が見つけた

場合は 1.00 に、誰も見つけなかった場合は 0.00 になる。  

ランダム調査確認種は、市民調査の実施時間外に見つけた種を示す。  

 



5/13-14

和名
出現

地点数

ムラ サキハナギンチャ ク 1 ○

タ テジマイ ソ ギンチャ ク 1 ○

ミ ナミ ホウザワイ ソ ギンチャ ク 2 ○ ○

マキガイ イ ソ ギンチャ ク 2 ○ ○

イ シワケイ ソ ギンチャ ク 1 ○

ニンジンイ ソ ギンチャ ク 3 ○ ○ ○

ウミ サボテン 2 ○ ○

多岐腸目の1種 1 ○

ナミ ヒ モムシ? 1 ○

オロチヒ モムシ? 1 ○

ウスヒ ザラ ガイ 2 ` ○

ヒ メ ケハダヒ ザラ ガイ 1 ○

コ ガモガイ 類 3 ○ ○ ○

アオガイ の1種 1 ○

ツボミ 1 ○

ヒ メ コ ザラ 1 ○

イ シダタ ミ 1 ○

イ ボキサゴ 4 ○ ○ ○ ○

スガイ 1 ○

カ ノ コ ガイ 1 ○

イ シマキ 4 ○ ○ ○ ○

アマガイ 2 ○ ○

ヒ ロク チカ ノ コ 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カ ニモリ ガイ 3 ○ ○ ○

ホソ ウミ ニナ 4 ○ ○ ○ ○

ウミ ニナ 4 ○ ○ ○ ○

イ ボウミ ニナ 3 ○ ○ ○

ク ロヘナタ リ 3 ○ ○ ○

シマヘナタ リ 2 ○ ○

フ ト ヘナタ リ 5 ○ ○ ○ ○ ○

ヘナタ リ 2 ○ ○

カ ワアイ 3 ○ ○ ○

タ ケノ コ カ ワニナ 2 ○ ○

マルウズラ タ マキビ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タ マキビ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アラ レタ マキビ 2 ○ ○

イ ボタ マキビ 2 ○ ○

ワカ ウラ ツボ 1 ○

ク リ イ ロカ ワザンショ ウ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

キント ンイ ロカ ワザンショ ウ 2 ○ ○

ヨ シダカ ワザンショ ウ 1 ○

ツブカ ワザンショ ウ 4 ○ ○ ○ ○

ヒ ラ ド カ ワザンショ ウ 2 ○ ○

カ ワザンショ ウガイ 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ ナタ ムシヤド リ カ ワザンショ ウ 5 ○ ○ ○ ○ ○

イ ヨ カ ワザ ンショ ウ 4 ○ ○ ○ ○

アズキカ ワザンショ ウ 3 ○ ○ ○

オオヘビガイ 1 ○

ゴマフ ダマ 1 ○

ツメ タ ガイ 4 ○ ○ ○ ○

フ ロガイ ダマシ 1 ○

ビワガイ 1 ○

ク レハガイ 1 ○

アカ ニシ 1 ○

アラ ムシロ 4 ○ ○ ○ ○

7.  熊本県
八代市中北
町 ( 26)

11.   熊本
県上天草市
松島町内野
河内 ( 6)

12.   熊本
県天草市有
明町下津浦
( 11)

13.   熊本
県天草市瀬
戸町 ( 26)

14.   熊本
県上天草市
龍ヶ 岳町樋
島 ( 27)

19.   熊本
県熊本市川
口町 ( 9)

15.   熊本
県八代郡氷
川町鹿野
( 14)

16.   熊本
県宇城市小
川町住吉
( 12)

17.   熊本
県宇城市松
橋町豊崎
( 9)

18.   熊本
県宇土市馬
之瀬町 ( 5)

地名（ 出現種数） 1.  熊本県
八代市麦島
東町 ( 22)

2.  熊本県
八代市麦島
西町 ( 22)

8.  鹿児島
県出水市高
尾野町
( 21)

9.  鹿児島
県出水市荘
( 27)

10.  鹿児島
県出水市高
尾野町下水
流 ( 25)

3.  熊本県
八代市大島
町 ( 64)

4.  熊本県
八代市高植
本町 ( 36)

5.  熊本県
八代市植柳
上町 ( 21)

6.  熊本県
八代市水島
町 ( 25)

5/185/13 5/15 5/16 5/17表1． 予備調査　 　 　 　 　 　 　 観察日（ 2011年）



5/13-14

和名
出現

地点数

7.  熊本県
八代市中北
町 ( 26)

11.   熊本
県上天草市
松島町内野
河内 ( 6)

12.   熊本
県天草市有
明町下津浦
( 11)

13.   熊本
県天草市瀬
戸町 ( 26)

14.   熊本
県上天草市
龍ヶ 岳町樋
島 ( 27)

19.   熊本
県熊本市川
口町 ( 9)

15.   熊本
県八代郡氷
川町鹿野
( 14)

16.   熊本
県宇城市小
川町住吉
( 12)

17.   熊本
県宇城市松
橋町豊崎
( 9)

18.   熊本
県宇土市馬
之瀬町 ( 5)

地名（ 出現種数） 1.  熊本県
八代市麦島
東町 ( 22)

2.  熊本県
八代市麦島
西町 ( 22)

8.  鹿児島
県出水市高
尾野町
( 21)

9.  鹿児島
県出水市荘
( 27)

10.  鹿児島
県出水市高
尾野町下水
流 ( 25)

3.  熊本県
八代市大島
町 ( 64)

4.  熊本県
八代市高植
本町 ( 36)

5.  熊本県
八代市植柳
上町 ( 21)

6.  熊本県
八代市水島
町 ( 25)

5/185/13 5/15 5/16 5/17表1． 予備調査　 　 　 　 　 　 　 観察日（ 2011年）

ムシロガイ 3 ○ ○ ○

ミ ク リ ガイ 2 ○ ○

ホソ ウネモミ ジボラ 1 ○

ウスキセワタ 1 ○

ク ロミ ド リ ガイ 1 ○

ヒ カ リ ウミ ウシ 1 ○

ホソ ハスエラ ウミ ウシ 1 ○

オカ ミ ミ ガイ 1 ○

ハイ ガイ 1 ○

コ ケガラ ス 1 ○

ホト ト ギス 2 ○ ○

ク ログチ 2 ○ ○

マガキも し く はシカ メ ガキ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バカ ガイ 3 ○ ○ ○

シオフ キ 3 ○ ○ ○

ク チバガイ 1 ○

キヌ タ アゲマキ 1 ○

マテガイ 2 ○ ○

ヤマト シジミ 2 ○ ○

オキシジミ 1 ○

ハマグリ 2 ○ ○

アサリ 3 ○ ○ ○

フ ナク イ ムシ 1 ○

チロリ 属 3 ○ ○ ○

コ ケゴカ イ 5 ○ ○ ○ ○ ○

カ ワゴカ イ 属 1 ○

イ ソ ゴカ イ の 1 種 1 ○

イ ト メ 1 ○

ウミ ケムシ 1 ○

イ ソ メ 目の1種 1 ○

ギボシイ ソ メ 科の1種 1 ○

ツバサゴカ イ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

モロテゴカ イ の1種 2 ○ ○

ホソ イ ト ゴカ イ 2 ○ ○

タ マシキゴカ イ 3 ○ ○ ○

フ サゴカ イ 科の1種 1 ○

ミ ナミ エラ コ 3 ○ ○ ○

ヤッ コ カ ンザシ 1 ○

ヒ メ シャ コ 科の1種 1 ○

モズミ ヨ コ エビ 1 ○

シマド ロソ コ エビ 1 ○

タ イ リ ク ド ロク ダムシ 1 ○

ポシェ ッ ト ト ゲオヨ コ エビ 1 ○

コ ソ ド ロト ゲヨ コ エビ 1 ○

ヒ ゲツノ メ リ タ ヨ コ エビ 1 ○

メ リ タ ヨ コ エビ属の1種 1 ○

ナイ カ イ ツノ フ ト ソ コ エビ 1 ○

フ サ ゲモク ズ 1 ○

ヒ メ ハマト ビムシ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ ゲナガハマト ビムシ 1 ○

ヨ ツバコツブムシ 1 ○

ナナツバコツブムシ 1 ○

イ ワホリ コ ツブムシ 1 ○

イ ソ コ ツブムシ属の1種 1 ○

ク ルマエビ 4 ○ ○ ○ ○



5/13-14

和名
出現

地点数

7.  熊本県
八代市中北
町 ( 26)

11.   熊本
県上天草市
松島町内野
河内 ( 6)

12.   熊本
県天草市有
明町下津浦
( 11)

13.   熊本
県天草市瀬
戸町 ( 26)

14.   熊本
県上天草市
龍ヶ 岳町樋
島 ( 27)

19.   熊本
県熊本市川
口町 ( 9)

15.   熊本
県八代郡氷
川町鹿野
( 14)

16.   熊本
県宇城市小
川町住吉
( 12)

17.   熊本
県宇城市松
橋町豊崎
( 9)

18.   熊本
県宇土市馬
之瀬町 ( 5)

地名（ 出現種数） 1.  熊本県
八代市麦島
東町 ( 22)

2.  熊本県
八代市麦島
西町 ( 22)

8.  鹿児島
県出水市高
尾野町
( 21)

9.  鹿児島
県出水市荘
( 27)

10.  鹿児島
県出水市高
尾野町下水
流 ( 25)

3.  熊本県
八代市大島
町 ( 64)

4.  熊本県
八代市高植
本町 ( 36)

5.  熊本県
八代市植柳
上町 ( 21)

6.  熊本県
八代市水島
町 ( 25)

5/185/13 5/15 5/16 5/17表1． 予備調査　 　 　 　 　 　 　 観察日（ 2011年）

スジエビモド キ 1 ○

テッ ポウエビ 1 ○

ハサミ シャ コ エビ 1 ○

ニホンスナモグリ 3 ○ ○ ○

アナジャ コ 1 ○

ヨ コ ヤアナジャ コ 1 ○

テナガツノ ヤド カ リ 4 ○ ○ ○ ○

コ ブヨ コ バサミ 1 ○

ホンヤド カ リ 1 ○

ユビナガホンヤド カ リ 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キンセンガニ 1 ○

タ イ ワンガザミ 1 ○

イ ワガニ科の1種 1 ○

モク ズガニ 5 ○ ○ ○ ○ ○

イ ソ ガニ 1 ○

ケフ サ イソ ガニ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ ラ イ ソ ガニ 1 ○

ハマガニ 2 ○ ○

アシハラガニ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ メ アシハラガニ 2 ○ ○

アカ テガニ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ク ロベンケイ ガニ 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ク シテガニ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カ ク ベンケイ ガニ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユビアカ ベンケイ ガニ 3 ○ ○ ○

ベンケイ ガニ 2 ○ ○

ピンノ の1種 1 ○

アカ ホシマメ ガニ 1 ○

ウモレマメ ガニ 1 ○

スナガニ 1 ○

シオマネキ 4 ○ ○ ○ ○

ハク センシオマネキ 2 ○ ○

コ メ ツキガニ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チゴガニ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オサガニ 4 ○ ○ ○ ○

ヤマト オサガニまたはヒ メ ヤマト オサガニ 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アリ アケモド キ 1 ○

ミ ド リ シャ ミ センガイ 1 ○

ミ サキギボシムシ 1 ○

ヤツデスナヒ ト デ 1 ○

ト ゲモミ ジガイ 1 ○

モミ ジガイ 1 ○

イ ト マキヒ ト デ 1 ○

ク モヒ ト デ目の1種 1 ○

スカ シカ シパン 1 ○

ヒ ラ タ ブンブク 2 ○ ○

オカ メ ブンブク 1 ○

ト ゲイ カ リ ナマコ 1 ○

イ カ リ ナマコ 科の1種 1 ○

ムツゴロウ 2 ○ ○

ト ビハゼ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミ ミ ズハゼ属の1種 1 ○

ヒ メ ハゼ 1 ○

チワラ スボ 2 ○ ○



表2． 本調査 芦北（ 2012年4月18日）

門 和名 A B C D E F G H

扁形動物門 多岐腸目の1種 0 0. 00 ○

軟体動物門 ベッ コ ウガサ ○ 1 0. 13

ヒ メ コ ザラ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

カ ノ コ ガイ 0 0. 00 ○

イ シマキ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ヒ ロク チカ ノ コ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

フ ト ヘナタ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○

ヘナタ リ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ホソ ウミ ニナ ○ 1 0. 13 ○

ウミ ニナ ○ ○ 2 0. 25 ○

マルウズラ タ マキビ ○ ○ 2 0. 25 ○

タ マキビ ○ 1 0. 13 ○

ク リ イ ロカ ワザンショ ウ ○ 1 0. 13 ○

ヨ シダカ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

ヒ ナタ ムシヤド リ カ ワザンショ ウ ○ 1 0. 13 ○

ツブカ ワザンショ ウ ○ ○ 2 0. 25 ○

イ ヨ カ ワザ ンショ ウ 0 0. 00 ○

ヒ ラ ド カ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

カ ワザンショ ウガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

ナラ ビオカ ミ ミ ガイ 0 0. 00 ○

オカ ミ ミ ガイ 0 0. 00 ○

ホト ト ギス ○ 1 0. 13

ムラ サキイ ガイ 0 0. 00 ○

ク ログチ ○ ○ 2 0. 25 ○

カ リ ガネエガイ 0 0. 00 ○

マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ハザク ラ ○ 1 0. 13

オチバガイ ○ 1 0. 13

タ イ ワンシジミ ○ 1 0. 13

ヤマト シジミ 0 0. 00 ○

ク チバガイ ○ 1 0. 13 ○

オキシジミ ○ 1 0. 13 ○

ソ ト オリ ガイ ○ 1 0. 13 ○

Lat er nul a 属の1種 ○ 1 0. 13

環形動物門 ヤマト キョ ウスチロリ ○ 1 0. 13

コ ケゴカ イ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

ヤマト カ ワゴカ イ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

スナイ ソ ゴカ イ ○ 1 0. 13

チリ メ ンイ ト ゴカ イ ○ ○ 2 0. 25 ○

イ ソ ミ ミ ズ ○ ○ 2 0. 25 ○

節足動物門 シロスジフ ジツボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

タ テジマフ ジツボ 0 0. 00 ○

ニッ ポンド ロソ コ エビ ○ 1 0. 13 ○

ヒ メ ハマト ビムシ ○ 1 0. 13 ○

ムロミ スナウミ ナナフ シ ○ 1 0. 13

イ ソ コ ツブムシ属の1種 ○ 1 0. 13

ユビナガホンヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

イ ワガニ科 ○ 1 0. 13

アカ テガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

カ ク ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13 ○

ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13

アシハラガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○

ケフ サ イソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

チゴガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

コ メ ツキガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

双翅目の1種（ 幼虫） ○ 1 0. 13

脊索動物門 Luci ogobi us 属の1種 ○ 1 0. 13

全出現種数： 57種 15 15 15 17 14 8 15 13 46 43

調査者 ラ ン ダム調査
確認種

発見者数 発見率



表2． 本調査 出水（ 2012年4月18日）
門 和名 A B C D E F G H
刺胞動物門 タ テジマイ ソ ギンチャ ク 0 0. 00 ○

マキガイ イ ソ ギンチャ ク ○ ○ 2 0. 25
紐形動物門 紐形動物門 ○ 1 0. 13
軟体動物門 ケハダヒ ザラ ガイ 0 0. 00 ○

ヒ メ ケハダヒ ザラ ガイ ○ 1 0. 13
コ ウダカ アオガイ ○ ○ 2 0. 25 ○
ク モリ アオガイ 0 0. 00 ○
カ スリ アオガイ ○ 1 0. 13
ツボミ ○ 1 0. 13
ヒ メ コ ザラ ○ ○ 2 0. 25 ○
ウノ アシ 0 0. 00 ○
イ シダタ ミ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
コ シダカ ガンガラ 0 0. 00 ○
スガイ ○ ○ ○ 3 0. 38
コ ゲツノ ブエ ○ 1 0. 13
フ ト ヘナタ リ ○ 1 0. 13
ヘナタ リ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
カ ワアイ ○ 1 0. 13 ○
ホソ ウミ ニナ 0 0. 00 ○
ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
イ ボウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
マルウズラ タ マキビ ○ ○ 2 0. 25
タ マキビ ○ ○ 2 0. 25
タ マネコ ガイ 0 0. 00 ○
ツメ タ ガイ ○ 1 0. 13
イ ボニシ ○ ○ ○ 3 0. 38
アラ ムシロ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63
ク ロスジムシロ ○ 1 0. 13
ムシロガイ ○ ○ 2 0. 25
カ ラ マツガイ 0 0. 00 ○
ミ ニアワモチ 0 0. 00 ○
カ リ ガネエガイ ○ ○ 2 0. 25 ○
マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ 2 0. 25
テリ ザク ラ ○ 1 0. 13
ユウシオガイ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
オチバガイ ○ 1 0. 13
ムラ サキガイ ○ 1 0. 13
ク チバガイ ○ 1 0. 13
シオヤガイ ○ 1 0. 13
オキシジミ ○ 1 0. 13
ソ ト オリ ガイ ○ ○ 2 0. 25
マテガイ ○ ○ 2 0. 25

環形動物門 アケノ サシバ ○ 1 0. 13
ヒ ガタ チロリ ○ 1 0. 13
チロリ ○ 1 0. 13
ヤマト キョ ウスチロリ ○ 1 0. 13
コ ケゴカ イ ○ ○ 2 0. 25
ツルヒ ゲゴカ イ 0 0. 00 ○
スゴカ イ イ ソ メ ○ 1 0. 13 ○
イ ワムシ ○ ○ 2 0. 25
コ アシギボシイ ソ メ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75
ツバサゴカ イ 0 0. 00 ○
ミ ズヒ キゴカ イ ○ 1 0. 13
シダレイ ト ゴカ イ ○ 1 0. 13
カ ンテンフ サゴカ イ ○ ○ 2 0. 25 ○
ヒ ャ ク メ ニッ ポンフ サ ゴカ イ ○ 1 0. 13
フ サゴカ イ 科の1種 ○ 1 0. 13

星口動物門 サメ ハダホシムシ ○ 1 0. 13
星口動物門 ○ 1 0. 13

節足動物門 シロスジフ ジツボ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
サラ サフ ジツボ ○ 1 0. 13
モズミ ヨ コ エビ ○ 1 0. 13
キタ フ ナムシ ○ 1 0. 13
テッ ポウエビ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
ニホンスナモグリ ○ ○ ○ 3 0. 38
テナガツノ ヤド カ リ ○ ○ 2 0. 25
ユビナガホンヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○
マメ コ ブシガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
カ ク ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13
ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13
ヒ ラ イ ソ ガニ ○ ○ ○ 3 0. 38
ケフ サ イソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ ○ ○ ○ 3 0. 38
コ メ ツキガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
オサガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○
ヤマト オサガニ ○ 1 0. 13
スナガニ 0 0. 00 ○
ギボシマメ ガニ 0 0. 00 ○

腕足動物門 ミ ド リ シャ ミ センガイ ○ 1 0. 13
半索動物門 ミ サキギボシムシ 0 0. 00 ○
棘皮動物門 ホソ メ ガネク モヒ ト デ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
脊索動物門 ヒ メ ハゼ ○ 1 0. 13

スジハゼ類 ○ 1 0. 13
チワラ スボ 0 0. 00 ○

全出現種数： 84種 25 9 27 12 27 14 23 19 69 28

ラ ン ダム調査
確認種

調査者
発見者数 発見率



表2． 本調査 深海（ 2012年4月19日）

門 和名 A B C D E F G I

刺胞動物門 タ テジマイ ソ ギンチャ ク ○ ○ ○ 3 0. 38

扁形動物門 多岐腸目の1種 ○ ○ 2 0. 25 ○

軟体動物門 ウスヒ ザラ ガイ ○ ○ 2 0. 25 ○

ヒ ザラ ガイ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ケハダヒ ザラ ガイ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ヒ メ ケハダヒ ザラ ガイ ○ 1 0. 13

コ ウダカ アオガイ ○ 1 0. 13

ク モリ アオガイ ○ ○ ○ 3 0. 38

ツボミ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ヒ メ コ ザラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

スソ カ ケガイ ○ 1 0. 13

イ シダタ ミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

イ ボキサゴ ○ 1 0. 13

スガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○

アマガイ ○ 1 0. 13 ○

アマオブネ ○ 1 0. 13 ○

ホソ ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○

ゴマフ ニナ ○ 1 0. 13 ○

タ マキビ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ヒ メ ヨ ウラ ク ○ 1 0. 13

シマレイ シダマシ ○ 1 0. 13

イ ボニシ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

シマベッ コ ウバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

アラ ムシロ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

コ メ ツブガイ ○ 1 0. 13

カ ラ マツガイ ○ 1 0. 13 ○

ムラ サキイ ンコ ○ 1 0. 13 ○

ク ログチ 0 0. 00 ○

カ リ ガネエガイ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ハボウキガイ 0 0. 00 ○

ウメ ノ ハナガイ ○ 1 0. 13

ユウシオガイ ○ 1 0. 13

シオサザナミ 科の1種 ○ 1 0. 13

シオヤガイ ○ ○ 2 0. 25 ○

イ オウハマグリ ○ 1 0. 13

アサリ ○ ○ 2 0. 25 ○

マテガイ ○ 1 0. 13

環形動物門 ヒ ガタ チロリ ○ 1 0. 13

チロリ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

コ ケゴカ イ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

スナイ ソ ゴカ イ ○ 1 0. 13

マダラ ウロコ ムシ ○ 1 0. 13

イ ワムシ ○ ○ 2 0. 25

ミ ズヒ キゴカ イ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

ホソ イ ト ゴカ イ 0 0. 00 ○

イ ト ゴカ イ 科 ○ 1 0. 13

ヒ ャ ク メ ニッ ポンフ サ ゴカ イ ○ 1 0. 13

イ ソ ミ ミ ズ ○ 1 0. 13

ユムシ動物門 ユムシ目の1種 ○ 1 0. 13

節足動物門 カ メ ノ テ 0 0. 00 ○

シロスジフ ジツボ ○ 1 0. 13

ニッ ポンド ロソ コ エビ ○ 1 0. 13

ムロミ スナウミ ナナフ シ ○ ○ 2 0. 25

イ ソ ヘラ ムシ 0 0. 00 ○

ワラ ジムシ 0 0. 00 ○

スジエビモド キ ○ ○ 2 0. 25 ○

テッ ポウエビ ○ 1 0. 13

ニホンスナモグリ ○ 1 0. 13

テナガツノ ヤド カ リ ○ 1 0. 13

イ ソ ヨ コ バサミ ○ 1 0. 13 ○

ホンヤド カ リ ○ 1 0. 13 ○

ユビナガホンヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○

イ ソ カ ニダマシ ○ 1 0. 13

オウギガニ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

イ シガニ ○ 1 0. 13

カ ク ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13 ○

ヒ ラ イ ソ ガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ケフ サ イソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

イ ソ ガニ ○ 1 0. 13

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ 0 0. 00 ○

オサガニ ○ 1 0. 13

棘皮動物門 ムラ サキウニ ○ 1 0. 13

ムラ サキク ルマナマコ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50

脊索動物門 Luci ogobi us 属の1種 0 0. 00 ○

ク モハゼ ○ 1 0. 13

ヒ メ ハゼ ○ 1 0. 13

全出現種数： 77種 21 10 25 19 25 13 22 22 69 41

調査者 ラ ン ダム調査
確認種

発見者数 発見率



表2． 本調査 樋島（ 2012年4月19日）
門 和名 A B C D E F G I
刺胞動物門 タ テジマイ ソ ギン チャ ク 0 0. 00 ○

ミ ド リ イ ソ ギン チャ ク ○ ○ 2 0. 25 ○
ニン ジン イ ソ ギン チャ ク ○ 1 0. 13 ○
ウミ サボテン ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

扁形動物門 多岐腸目の1種 ○ ○ 2 0. 25
紐形動物門 ミ ド リ ヒ モムシ 0 0. 00 ○

ナミ ヒ モムシ ○ ○ 2 0. 25
オロ チヒ モムシ ○ 1 0. 13
マダラ ヒ モムシ ○ 1 0. 13 ○
紐形動物門 ○ 1 0. 13

軟体動物門 ウスヒ ザラ ガイ ○ ○ 2 0. 25 ○
ヤスリ ヒ ザラ ガイ ○ 1 0. 13
ヒ ザラ ガイ ○ 1 0. 13
ケハダヒ ザラ ガイ ○ 1 0. 13
ヒ メ ケハダヒ ザラ ガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
コ ウダカ アオガイ ○ 1 0. 13
カ スリ アオガイ ○ 1 0. 13
ツ ボミ ○ 1 0. 13
ヒ メ コ ザラ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
シボリ ガイ ○ 1 0. 13
ウノ アシ ○ 1 0. 13
イ シダタ ミ ○ 1 0. 13 ○
コ シダカ ガン ガラ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
イ ボキサゴ ○ 1 0. 13
スガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
コ ベルト カ ニモリ 0 0. 00 ○
カ ニモリ ガイ ○ 1 0. 13
ウミ ニナ ○ 1 0. 13
ツ メ タ ガイ ○ 1 0. 13
オオヘビ ガイ ○ 1 0. 13 ○
ウネレ イ シダマシ ○ 1 0. 13 ○
ヒ メ ヨ ウラ ク ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
アカ ニシ ○ 1 0. 13
イ ボニシ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
アラ ムシロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○
ク ロ スジムシロ ○ 1 0. 13 ○
ク ロ グチ 0 0. 00 ○
カ リ ガネエガイ ○ 1 0. 13 ○
ナミ マガシワ ○ 1 0. 13
ヒ シガイ 0 0. 00 ○
サク ラ ガイ 0 0. 00 ○
バカ ガイ ○ 1 0. 13
シラ オガイ 0 0. 00 ○
セミ アサリ ○ 1 0. 13
アサリ ○ ○ 2 0. 25 ○
マテガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

環形動物門 ホソ ミ サシバ ○ 1 0. 13
ウロ コ サシバの1種 0 0. 00 ○
チロ リ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
コ ケゴカ イ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
スナイ ソ ゴカ イ 0 0. 00 ○
ツ ルヒ ゲゴカ イ ○ ○ 2 0. 25 ○
マダラ ウロ コ ムシ 0 0. 00 ○
ウロ コ ムシ科の1種 ○ 1 0. 13
スゴカ イ イ ソ メ ○ 1 0. 13
イ ワムシ ○ 1 0. 13
コ アシギボシイ ソ メ ○ 1 0. 13
Scol opl os 属の1種 ○ 1 0. 13
Aoni des 属の1種 0 0. 00 ○
ミ ズヒ キゴカ イ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
ツ ツ オオフ ェ リ ア 0 0. 00 ○
ホソ イ ト ゴカ イ 0 0. 00 ○
シダレ イ ト ゴカ イ 0 0. 00 ○
イ ト ゴカ イ 科 ○ 1 0. 13
タ マシキゴカ イ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
Ni col ea 属の1種 ○ 1 0. 13 ○
ヒ ャ ク メ ニッ ポン フ サゴカ イ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
フ サゴカ イ 科の1種 ○ ○ ○ ○ 4 0. 50
ミ ナミ エラ コ ○ 1 0. 13 ○
ヤッ コ カ ン ザシ ○ 1 0. 13
イ ソ ミ ミ ズ ○ ○ 2 0. 25

星口動物門 スジホシムシ 0 0. 00 ○
ク ロ ホシムシ 0 0. 00 ○
フ ク ロ ホシムシ科の1種 ○ 1 0. 13
星口動物門 ○ 1 0. 13

節足動物門 カ メ ノ テ 0 0. 00 ○
タ テジマフ ジツ ボ ○ 1 0. 13
ナイ カ イ ツ ノ フ ト ソ コ エビ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
ト ゲワレ カ ラ ○ 1 0. 13
イ ソ ヘラ ムシ 0 0. 00 ○
テッ ポウエビ ○ 1 0. 13
ハサミ シャ コ エビ ○ 1 0. 13
テナガツ ノ ヤド カ リ ○ 1 0. 13
ト ゲト ゲツ ノ ヤド カ リ 0 0. 00 ○
ホン ヤド カ リ ○ ○ ○ 3 0. 38
ユビ ナガホン ヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
ケアシホン ヤド カ リ ○ 1 0. 13
イ ソ カ ニダマシ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
キン セン ガニ ○ 1 0. 13
ヨ ツ ハモガニ ○ 1 0. 13
オウギガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
ヒ ラ イ ソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○

腕足動物門 スズメ ガイ ダマシ 0 0. 00 ○
棘皮動物門 モミ ジガイ ○ ○ 2 0. 25 ○

ヌ ノ メ イ ト マキヒ ト デ ○ 1 0. 13
脊索動物門 ナツ メ ボヤ ○ 1 0. 13 ○

シロ ボヤ ○ 1 0. 13 ○
ベニボヤ 0 0. 00 ○
ヒ メ ハゼ ○ 1 0. 13

全出現種数： 99種 19 12 28 15 19 16 22 28 78 56

ラ ン ダム調査
確認種

調査者
発見者数 発見率



表2． 本調査 戸馳島（ 2012年4月20日）
門 和名 A B C D E F G J
刺胞動物門 タ テジマイ ソ ギン チャ ク 0 0. 00 ○

マキガイ イ ソ ギン チャ ク ○ 1 0. 13
扁形動物門 多岐腸目の1種 0 0. 00 ○
紐形動物門 ナミ ヒ モムシ ○ 1 0. 13
軟体動物門 ヤスリ ヒ ザラ ガイ 0 0. 00 ○

ケハダヒ ザラ ガイ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
カ スリ アオガイ ○ 1 0. 13 ○
ツ ボミ ○ 1 0. 13
イ シダタ ミ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
スガイ ○ 1 0. 13 ○
アマガイ ○ 1 0. 13 ○
カ ワアイ 0 0. 00 ○
ホソ ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
マルウズラ タ マキビ ○ ○ 2 0. 25 ○
タ マキビ ○ 1 0. 13 ○
ク リ イ ロ カ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○
キン ト ン イ ロ カ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○
ヒ ナタ ムシヤド リ カ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○
ツ ブカ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○
イ ヨ カ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○
カ ワザン ショ ウガイ 0 0. 00 ○
アカ ニシ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
イ ボニシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○
アラ ムシロ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
ク ロ スジムシロ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
カ ニノ テムシロ 0 0. 00 ○
キセワタ 0 0. 00 ○
ク ロ シタ ナシウミ ウシ ○ 1 0. 13
ウミ マイ マイ 0 0. 00 ○
ク ロ グチ ○ 1 0. 13 ○
カ リ ガネエガイ ○ 1 0. 13 ○
ヒ ナノ ヒ オウギ 0 0. 00 ○
マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ 2 0. 25 ○
テリ ザク ラ ○ 1 0. 13 ○
サク ラ ガイ 0 0. 00 ○
ウズザク ラ 0 0. 00 ○
イ チョ ウシラ ト リ 0 0. 00 ○
ウネナシト マヤガイ ○ 1 0. 13 ○
ク チバガイ 0 0. 00 ○
オキシジミ ○ 1 0. 13 ○
アサリ ○ ○ 2 0. 25 ○
ニッ ポン マメ アゲマキ 0 0. 00 ○
ウロ コ ガイ 科（ 広義） の1種 0 0. 00 ○

環形動物門 チロ リ ○ ○ 2 0. 25 ○
ヤマト キョ ウスチロ リ ○ ○ 2 0. 25
コ ケゴカ イ ○ 1 0. 13 ○
イ ワムシ ○ 1 0. 13
ミ ズヒ キゴカ イ ○ 1 0. 13 ○
シダレ イ ト ゴカ イ ○ 1 0. 13 ○
フ サゴカ イ 科の1種 ○ 1 0. 13
ケヤリ ムシ科 ○ 1 0. 13

星口動物門 スジホシムシモド キ ○ ○ 2 0. 25
節足動物門 シロ スジフ ジツ ボ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

タ テジマフ ジツ ボ 0 0. 00 ○
サラ サフ ジツ ボ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
イ ソ ヘラ ムシ 0 0. 00 ○
ナナツ バコ ツ ブムシ ○ 1 0. 13
ワラ ジムシ 0 0. 00 ○
ニッ ポン ヒ イ ロ ワラ ジムシ 0 0. 00 ○
スジエビ モド キ ○ 1 0. 13
ユビ ナガスジエビ ○ 1 0. 13 ○
テッ ポウエビ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
コ テジロ テッ ポウエビ 0 0. 00 ○
ハサミ シャ コ エビ 0 0. 00 ○
ニホン スナモグリ ○ 1 0. 13
ユビ ナガホン ヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1. 00 ○
イ ソ カ ニダマシ ○ 1 0. 13
マメ コ ブシガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
マキト ラ ノ オガニ ○ 1 0. 13 ○
イ シガニ ○ 1 0. 13 ○
ハマガニ ○ 1 0. 13
ヒ ラ イ ソ ガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
ヒ メ アシハラ ガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○
アシハラ ガニ ○ 1 0. 13 ○
ケフ サイ ソ ガニ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
タ カ ノ ケフ サイ ソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○
ムツ ハアリ アケガニ ○ ○ 2 0. 25 ○
チゴガニ 0 0. 00 ○
コ メ ツ キガニ 0 0. 00 ○
オサガニ 0 0. 00 ○
ヤマト オサガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○
ハク セン シオマネキ ○ ○ 2 0. 25 ○

棘皮動物門 ト ゲイ カ リ ナマコ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
脊索動物門 ザラ ボヤ 0 0. 00 ○

シロ ボヤ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○
エボヤ 0 0. 00 ○
ベニボヤ 0 0. 00 ○
ビ リ ン ゴ ○ 1 0. 13
スジハゼ類 ○ ○ 2 0. 25 ○
シモフ リ シマハゼ ○ 1 0. 13

全出現種数： 91種 25 8 22 20 18 9 17 13 59 75

ラ ン ダム調査
確認種

調査者
発見者数 発見率



表2． 本調査 不知火（ 2012年4月26日）

門 和名 A B C D E F G J

軟体動物門 ヒ ロク チカ ノ コ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○

ク ロヘナタ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 75 ○

シマヘナタ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○

フ ト ヘナタ リ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ヘナタ リ ○ ○ ○ 3 0. 38 ○

カ ワアイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○

マルウズラ タ マキビ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

ツブカ ワザンショ ウ ○ 1 0. 13

カ ワザンショ ウガイ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

アズキカ ワザンショ ウ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

ウミ マイ マイ ○ 1 0. 13 ○

ナラ ビオカ ミ ミ ガイ ○ 1 0. 13 ○

オカ ミ ミ ガイ ○ 1 0. 13 ○

マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ 2 0. 25 ○

ウネナシト マヤガイ ○ 1 0. 13

オキシジミ ○ 1 0. 13

環形動物門 イ ト メ ○ ○ 2 0. 25 ○

ミ ズヒ キゴカ イ ○ 1 0. 13

シダレイ ト ゴカ イ ○ 1 0. 13

節足動物門 ニホンド ロク ダムシ ○ 1 0. 13 ○

ヒ メ ハマト ビムシ ○ ○ 2 0. 25 ○

ナナツバコツブムシ ○ 1 0. 13

テッ ポウエビ ○ 1 0. 13

ハサミ シャ コ エビ ○ ○ 2 0. 25

ク シテガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 88 ○

カ ク ベンケイ ガニ ○ 1 0. 13 ○

ヒ メ アシハラガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 50 ○

アシハラガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 63 ○

ケフ サ イソ ガニ ○ 1 0. 13

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ ○ 1 0. 13

アリ アケモド キ ○ 1 0. 13

ヒ メ ヤマト オサガニ ○ 1 0. 13 ○

ヤマト オサガニ ○ 1 0. 13 ○

ハク センシオマネキ ○ ○ 2 0. 25 ○

脊索動物門 ト ビハゼ ○ ○ 2 0. 25 ○

全出現種数： 35種 16 10 15 12 9 12 10 9 35 24

発見者数 発見率
ラ ン ダム調査

確認種

調査者



表2． 本調査 南川（ 2012年4月21日）

門 和名 A B D G K L M N O P

紐形動物門 ナミ ヒ モムシ ○ 1 0. 10

軟体動物門 ヒ メ コ ザラ 0 0. 00 ○

イ シマキ 0 0. 00 ○

ヒ ロク チカ ノ コ ○ ○ 2 0. 20 ○

ク ロヘナタ リ ○ 1 0. 10 ○

シマヘナタ リ 0 0. 00 ○

フ ト ヘナタ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0. 90 ○

ヘナタ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

カ ワアイ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 50 ○

ウミ ニナ ○ ○ 2 0. 20

マルウズラ タ マキビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 0. 80 ○

ク リ イ ロカ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

ヒ ナタ ムシヤド リ カ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

ツブカ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

イ ヨ カ ワザ ンショ ウ ○ 1 0. 10 ○

ヒ ラ ド カ ワザンショ ウ 0 0. 00 ○

カ ワザンショ ウガイ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ホト ト ギス ○ 1 0. 10

マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60 ○

ユウシオガイ 0 0. 00 ○

ウネナシト マヤガイ 0 0. 00 ○

シオフ キ ○ 1 0. 10

ク チバガイ ○ ○ 2 0. 20 ○

オキシジミ ○ 1 0. 10

ソ ト オリ ガイ ○ 1 0. 10 ○

環形動物門 チロリ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

ヤマト キョ ウスチロリ ○ ○ 2 0. 20 ○

コ ケゴカ イ ○ 1 0. 10

スナイ ソ ゴカ イ ○ 1 0. 10

コ アシギボシイ ソ メ 0 0. 00 ○

ミ ズヒ キゴカ イ 0 0. 00 ○

シダレイ ト ゴカ イ ○ ○ 2 0. 20 ○

イ ト ゴカ イ 科 ○ 1 0. 10

節足動物門 シロスジフ ジツボ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 50 ○

タ テジマフ ジツボ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ヒ メ ハマト ビムシ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ムロミ スナウミ ナナフ シ ○ 1 0. 10

ハサミ シャ コ エビ ○ 1 0. 10 ○

ニホンスナモグリ ○ 1 0. 10

アナジャ コ ○ 1 0. 10

ユビナガホンヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

マメ コ ブシガニ 0 0. 00 ○

イ ワガニ科 ○ 1 0. 10

ヒ ラ イ ソ ガニ ○ 1 0. 10

ヒ メ アシハラガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

アシハラガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

ケフ サ イソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 50 ○

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ ○ ○ 2 0. 20 ○

ムツハアリ アケガニ ○ 1 0. 10

チゴガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

コ メ ツキガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 0. 80 ○

オサガニ ○ 1 0. 10

ヤマト オサガニ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ハク センシオマネキ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

脊索動物門 ムツゴロウ ○ 1 0. 10

チワラ スボ 0 0. 00 ○

全出現種数： 56種 22 8 17 16 13 14 14 6 9 10 43 40

ラ ンダム調査
確認種

調査者
発見者数 発見率



表2． 本調査 大島（ 2012年4月22日）

門 和名 B C D K L O P Q R S

刺胞動物門 タ テジマイ ソ ギン チャ ク ○ ○ 2 0. 20

ムシモド キギン チャ ク 科の1種 ○ ○ 2 0. 20 ○

扁形動物門 多岐腸目の1種 ○ ○ 2 0. 20 ○

紐形動物門 ホソ ヒ モムシ ○ ○ 2 0. 20 ○

紐形動物門 ○ 1 0. 10

軟体動物門 ヒ メ ケハダヒ ザラ ガイ ○ ○ 2 0. 20 ○

カ スリ アオガイ ○ 1 0. 10

ツ ボミ ○ ○ 2 0. 20 ○

ヒ メ コ ザラ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

イ シダタ ミ ○ ○ 2 0. 20 ○

スガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60 ○

アマガイ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ヘナタ リ ○ 1 0. 10 ○

カ ワアイ 0 0. 00 ○

ホソ ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0. 90 ○

ウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0. 90 ○

イ ボウミ ニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60 ○

マルウズラ タ マキビ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

タ マキビ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

ツ ブカ ワザン ショ ウ 0 0. 00 ○

ツ メ タ ガイ 0 0. 00 ○

ゴマフ ダマ ○ 1 0. 10 ○

アカ ニシ ○ 1 0. 10 ○

イ ボニシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60 ○

アラ ムシロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 0. 80 ○

ク ロ スジムシロ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

カ キウラ ク チキレ モド キ ○ 1 0. 10

ホト ト ギス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 0. 80 ○

ク ロ グチ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

マガキも し く はシカ メ ガキ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 50 ○

ユウシオガイ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

バカ ガイ 0 0. 00 ○

カ ガミ ガイ 0 0. 00 ○

ハマグリ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

アサリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

環形動物門 ヒ ガタ チロ リ ○ 1 0. 10

チロ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60

チロ リ 属 ○ ○ 2 0. 20 ○

ヤマト キョ ウスチロ リ 0 0. 00 ○

コ ケゴカ イ ○ ○ 2 0. 20 ○

スナイ ソ ゴカ イ ○ 1 0. 10

イ ワムシ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

コ アシギボシイ ソ メ ○ 1 0. 10

ツ バサゴカ イ 0 0. 00 ○

ミ ズヒ キゴカ イ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

タ マシキゴカ イ ○ ○ 2 0. 20 ○

ウミ イ サゴムシ ○ 1 0. 10

ヒ ャ ク メ ニッ ポン フ サゴカ イ ○ 1 0. 10

ユムシ動物門 ユムシ目の1種 ○ 1 0. 10

節足動物門 シロ スジフ ジツ ボ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

タ テジマフ ジツ ボ ○ ○ 2 0. 20 ○

サラ サフ ジツ ボ ○ ○ ○ ○ ○ 5 0. 50 ○

モズミ ヨ コ エビ ○ 1 0. 10

ヒ ゲツ ノ メ リ タ ヨ コ エビ ○ ○ 2 0. 20 ○

ヒ メ ハマト ビ ムシ ○ 1 0. 10

フ ナムシ ○ 1 0. 10 ○

キタ フ ナムシ ○ 1 0. 10

ク ルマエビ 0 0. 00 ○

テッ ポウエビ ○ 1 0. 10 ○

ニホン スナモグリ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

アナジャ コ ○ 1 0. 10

テナガツ ノ ヤド カ リ ○ 1 0. 10 ○

ユビ ナガホン ヤド カ リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0. 90 ○

マメ コ ブシガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 0. 60 ○

イ ワガニ科 ○ ○ ○ 3 0. 30

ケフ サイ ソ ガニ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

イ ソ ガニ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

タ カ ノ ケフ サイ ソ ガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

コ メ ツ キガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 0. 70 ○

オサガニ ○ ○ ○ ○ 4 0. 40 ○

ヤマト オサガニ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

腕足動物門 ミ ド リ シャ ミ セン ガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0. 90 ○

棘皮動物門 ト ゲイ カ リ ナマコ ○ ○ ○ 3 0. 30 ○

脊索動物門 エボヤ ○ 1 0. 10

Luci ogobi us 属の1種 ○ 1 0. 10

ヒ メ ハゼ ○ 1 0. 10 ○

スジハゼ類 ○ 1 0. 10 ○

全出現種数： 77種 15 35 30 29 18 18 17 23 13 22 69 59

発見者数 発見率
ラ ン ダム調査

確認種

調査者



表3． 球磨川調査 球磨川中洲（ 2012年8月18日）

門 和名 A B C D E F G H I

刺胞動物 マキガイ イ ソ ギンチャ ク 0 0. 00 ◯

イ ソ ギンチャ ク の 1 種 0 0. 00 ◯

ユムシ動物 ユムシ ◯ 1 0. 11

腕足類 ミ ド リ シャ ミ センガイ ◯ 1 0. 11 ◯

軟体動物門 エド ガワミ ズゴマツボ 0 0. 00 ◯

アラ ムシロ ◯ 1 0. 11 ◯

ホト ト ギス 0 0. 00 ◯

ムラ サキイ ガイ ◯ ◯ 2 0. 22 ◯

マガキも し く はシカ メ ガキ ◯ ◯ ◯ 3 0. 33

シオフ キ ◯ ◯ ◯ 3 0. 33 ◯

ユウシオガイ ◯ ◯ ◯ 3 0. 33 ◯

マテガイ 0 0. 00 ◯

オキシジミ ◯ ◯ 2 0. 22 ◯

ハマグリ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 7 0. 78 ◯

ソ ト オリ ガイ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 0. 56 ◯

ゴマフ ダマ 0 0. 00 ◯

環形動物門 チロリ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 0. 44 ◯

スナイ ソ ゴカ イ 0 0. 00 ◯

スゴカ イ イ ソ メ ◯ 1 0. 11

イ ワムシ ◯ 1 0. 11 ◯

ツツオオフ ェ リ ア 0 0. 00 ◯

ムギワラ ムシ ◯ 1 0. 11 ◯

ギボシイ ソ メ の仲間 ◯ ◯ 2 0. 22

ウミ イ サゴムシ 0 0. 00 ◯

節足動物門 アミ メ フ ジツボ ◯ ◯ ◯ 3 0. 33 ◯

ニッ ポンド ロソ コ エビ 0 0. 00 ◯

ニホンク チバシソ コ エビ 0 0. 00 ◯

ムロミ スナウミ ナナフ シ 0 0. 00 ◯

イ ソ ヘラ ムシ ◯ 1 0. 11

エビジャ コ 属 ◯ ◯ ◯ 3 0. 33

ニホンスナモグリ ◯ ◯ 2 0. 22 ◯

アナジャ コ ◯ 1 0. 11 ◯

ユビナガホンヤド カ リ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 8 1. 00 ◯

テナガツノ ヤド カ リ 0 0. 00 ◯

マメ コ ブシガニ ◯ ◯ ◯ 3 0. 33 ◯

ケフ サ イソ ガニ ◯ ◯ 2 0. 22

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ ◯ ◯ 2 0. 22

ヒ メ ケフ サ イソ ガニ 0 0. 00 ◯

コ メ ツキガニ ◯ ◯ 2 0. 22

オサガニ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 8 0. 89 ◯

タ イ ワンガザミ 0 0. 00 ◯

ヨ シエビ ◯ 1 0. 11

メ リ タ ヨ コ エビ科 ◯ 1 0. 11

ヘラ ムシの１ 種 ◯ 1 0. 11 ◯

魚類 ヒ メ ハゼ ◯ ◯ 2 0. 22

全出現種数： 50種 8 3 7 8 14 12 9 6 12 30 33

調査者 ラ ン ダム調査
確認種

発見者数 発見率



表3． 球磨川調査 前川中洲（ 2012年8月19日）

門 和名 A B C D E F G H

刺胞動物 マキガイ イ ソ ギンチャ ク ◯ 1 0. 13

ユムシ動物 ユムシ ◯ 1 0. 13

腕足類 ミ ド リ シャ ミ センガイ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 0. 50

軟体動物 アラ ムシロ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 0. 63

アカ ニシ ◯ 1 0. 13

マルテンスマツムシ ◯ 1 0. 13

ムラ サキイ ガイ ◯ 1 0. 13

マガキも し く はシカ メ ガキ ◯ 1 0. 13

ユウシオガイ ◯ 1 0. 13

マテガイ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 7 0. 88

シオフ キ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6 0. 75

ハマグリ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 0. 63

ゴマフ ダマ ◯ ◯ 2 0. 25

ムラ サキガイ ◯ ◯ 2 0. 25

環形動物門 チロリ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 0. 63

スゴカ イ イ ソ メ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 0. 63

コ アシギボシイ ソ メ ◯ 1 0. 13

ミ ズヒ キゴカ イ ◯ 1 0. 13

イ ワムシ ◯ ◯ ◯ 3 0. 38

ムギワラ ムシ ◯ ◯ 2 0. 25

節足動物（ 軟甲網シロスジフ ジツボ ◯ ◯ 2 0. 25

アミ メ フ ジツボ ◯ ◯ 2 0. 25

イ サアザミ 科 ◯ 1 0. 13

ニッ ポンド ロソ コ エビ ◯ 2 0. 25

エビジャ コ 属 ◯ 1 0. 13

ニホンスナモグリ ◯ ◯ 2 0. 25

ユビナガホンヤド カ リ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6 0. 75

マメ コ ブシガニ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 0. 50

ケフ サ イソ ガニ ◯ 1 0. 13

タ カ ノ ケフ サ イソ ガニ ◯ ◯ ◯ 3 0. 38

オサガニ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6 0. 75

ガザミ ◯ 1 0. 13

魚類 ヒ メ ハゼ ◯ ◯ 2 0. 25

全出現種数： 33種 11 7 5 7 13 14 16 14 33

※ラ ンダム調査は未実施

調査者
発見者数 発見率



 
ムラサキハナギンチャク（熊本県樋島：2012.4.25） 

 
マキガイイソギンチャク（熊本県八代市：2011.5.15） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
ニンジンイソギンチャク（熊本県樋島：2011.5.16） 

 
ウミサボテン（熊本県樋島：2012.4.19） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
ウミケムシ（鹿児島県出水市：2011.5.16） 

 
クロホシムシ（熊本県樋島：2012.4.19） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
サメハダホシムシ（熊本県樋島：2012.4.19） 

 
サラサフジツボ（熊本県戸馳島：2012.4.20） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
クルマエビ（熊本県樋島：2011.5.17） 

 
タイワンガザミ（熊本県樋島：2011.5.17） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
マキトラノオガニ（熊本県戸馳島：2012.4.20） 

 
ウモレマメガニ（熊本県樋島：2011.5.17） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
ギボシマメガニ（鹿児島県出水：2012.4.18） 

 
シオマネキ（熊本県八代市：2011.5.14） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
ハクセンシオマネキ（熊本県戸馳島：2012.4.20） 

 
ムツハアリアケガニ（熊本県不知火：2012.4.20） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
ミドリシャミセンガイ（熊本県八代市：2011.5.14） 

 
スズメガイダマシ（熊本県樋島：2012.4.19） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
トゲモミジガイ（鹿児島県出水市：2011.5.16） 

 
モミジガイ（熊本県樋島：2011.5.17） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
スカシカシパン（鹿児島県出水市：2011.5.16） 

 
ヒラタブンブク（鹿児島県出水市：2011.5.16） 

撮影：多留聖典 

撮影：多留聖典 



 
トゲイカリナマコ（熊本県八代市：2011.5.15） 
 

撮影：多留聖典 
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